
令和７年度 第１回四街道市障がい者自立支援協議会会議録 

 

開 催 日 時 令和７年５月２１日（水）１０時００分～１１時００分 

開 催 場 所 四街道市役所 本館３階 災害対策室 

出席者  委員 鶴岡会長 清水副会長 淺野委員 穴澤委員 石山委員 

       金室委員 金子委員 山本委員 佐野委員 大川委員 

       橋本委員 真野委員 野口委員 久保田委員 中山（潤）委員 

       森川委員 

欠席者  委員 西山委員 岩谷委員 中村委員 中山（美）委員  

事務局出席者 渡辺福祉サービス部長 大手副参事 安永障がい者支援課長 

杉本課長補佐 児童デイサービスセンターくれよん岩井所長 

宮内係長 大野係長 田中係長 河相主任主事  

金子主事 中島主事 

四街道市障害者相談支援事業所ひだまり 2名 

四街道市障害者相談支援事業所ほほえみ 1名 

傍 聴 人 ３名 

 

 

―――会議次第――― 

１ 開会 

２ 委嘱状・任命書の交付 

３ 部長挨拶 

４ 自己紹介 

５ 会長・副会長の選出 

６ 議題 

 （１）令和６年度活動報告（四街道市障害者相談支援事業所、基幹相談支援センター） 

 （２）令和６年度部会活動報告及び令和７年度部会活動計画（案） 

７ その他 

８ 閉会 

 

 

―――会議概要――― 

１ 開会 

 

２ 委嘱状・任命書の交付 

 

３ 部長挨拶 

 

４ 自己紹介 

 

５ 会長・副会長の選出 

  会長に鶴岡委員、副会長に清水委員 
 

６ 議題 

（１） 令和６年度活動報告（四街道市障害者相談支援事業所、基幹相談支援センター、 

各種協議会等） 

 

事 務 局：資料 1-1、1-2、1-3、1-4に基づき説明 

 

会  長：ただいまの説明に対し、質問、意見はあるか。 



 

橋本委員:ひだまりにて若者の居場所作りを行っているとあったが、会場、対象者、日時、内容、

スタッフなど詳細を伺いたい。また、どのような若者が来て、何をしているのか知り

たい。 

 

事 務 局 

（ひだまり）:令和 6 年 4 月より北中学校区地区社協の拠点で開催しており、開催頻度などについて

は地域福祉を担当する 2名の職員にて、月 1回金曜日の 14時から 16時にて開催して

いた。 

現在までに 3名ほど参加実績があるが、繰り返しての参加をいただけていないといっ   

た課題がある。また、現在は事業が停止しており実施方法や効果的な周知方法などを 

再検討している。 

 

金室委員:相談人数について、ひだまりが 1,979 人とほほえみが 3,485 人と大幅に違いが見られ

るがこれは相談員によって数字が変わってくるのか。 

また、ひだまりは相談員が５名から４名となったと報告があったが、ほほえみは何人

体制で相談事業をしているのか伺いたい。 

 

事 務 局 

（ひだまり）:数年の間振り返って今まで同じ人数で行っていた際に微増となっていたが、今回統計

処理を行った際に微減となった。このことについて１人分の稼働がカバーしきれてい

ないと考える。 

     また、人数の集計に関して件数ではないため、同じ方が繰り返し相談に来られている 

場合があり、件数で換算するとほほえみとの大幅な違いはないと思われる。 

 

（ほほえみ）:相談員は常勤 3名体制で実施をしている。 

     人数に関して集計を出す際に同じ人でも支援の内容が違う場合に 2 重にカウントされ

てしまっていることがあり、実際の人数より多く表示されている。 

 

森川委員:ひだまりから若者の居場所作りに関して周知方法に課題があると言っていたが、周知

に使用した媒体を伺いたい。また、ほほえみでは高次脳機能障がいの方や難病の件数

が 0 ないし 1 件、ひだまりとほほえみを比べると相談者にその他児童が多いなど、2

つの相談事業所にギャップがあるようだが、何か理由があれば伺いたい。 

 

事 務 局 

（ひだまり）:若者の居場所では周知にはチラシを作成し、窓口での配布と相談支援の経過から対象

者と思われる方に直接をお渡ししていた。 

     その他の児童が多い理由については手帳を持っている方に関しては障がい区分でカウ

ントしていたが、発達障がいなど疑いの場合に関してはその他でカウントしていた為、

差が生じている。 

 

（ほほえみ）:例えば家族で複数の相談があったときに主な相談を件数としてカウントしている為で

あり、高次脳機能障がいや難病の相談は受けている。 

 

 

穴澤委員:健康医療に関する相談で障がいの内容だけでなく成人病などがふえてきているのでは

ないか、そういった方の相談にどのような対応をしているのか回答可能な範囲で伺い

たい。 

 

事 務 局 

（ひだまり）:例として統合失調症を持ちながら内科的な疾患を持っていることも非常に多く健康管



理の相談も重要である。薬の影響なども含めて食欲の増進、それに伴う糖尿病の発症、

高血圧などがあり、相談対応している。 

家庭の問題に触れるが本人だけでなく親の相談も対応している 

 

（ほほえみ）:服薬の管理など病院との連携が重要となるため、受診状況等含めて病院に連絡を取っ

てもよいか本人や家族に確認を行い、医師の判断を聞きながら対応を行っている。 

 

 

（２） 令和６年度部会活動報告及び令和７年度部会活動計画（案） 

事 務 局：資料 2-1、2-2、2-3に基づき説明 

 

会  長：ただいまの説明に対し、質問、意見はあるか。 

 

一 同：（意見なし） 

 

 

７ その他 

事 務 局：次回の自立支援協議会の開催については１０月１６日（木）市役所本館 3階 

     災害対策室にて、１０時開始を予定している。 

     正式な通知は 1か月程度前に送付する。 

 

８ 閉会 


